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要　旨
　千葉大学大学院看護学研究科とサンディエゴ大学看護学部は平成23年６月に学術交流の部局間協定
を締結し，国際交流を推進してきている．このたび，本研究科とサンディエゴ大学による大学院生を
対象とした共同教育を実施したので報告する．本研究科の看護システム管理学専攻実践看護評価学の
大学院生４名，大学院修了の研究生１名がサンディエゴ大学に短期留学を実施し指導教授が引率した．
目的は，海外の医療政策および看護教育・実践を知ることによって，気づいた学びを各自のキャップ
ストーン・プロジェクトに活かすこと，ならびにサンディエゴ大学看護学部に新設されたBayster看
護教育研究所を訪問し，米国医学研究所（Institute of Medicine：IOM）看護の未来レポートにある
米国の新しい取り組みを通し，看護管理者として看護専門職の新しい役割について学ぶこととした．
共同教育の実施による学生の学びに加えて，両大学の学生同士の交流および教員間の交流も促進され，
その波及効果が期待される．
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カルチュラル・コンピテンス
Abstract
　Chiba University Graduate School of Nursing and the University of San Diego, Hahn School of 
Nursing and Health Science signed a memorandum of understanding (MOU) on June 2011 to 
promote their international relationship. This paper reports on the international collaborative 
education on the future of nursing experienced by graduate nursing students from Chiba 
University who interacted at University of San Diego under the provisions of the MOU. Six 
nursing scholars, (four graduate students, a research fellow and a professor), from Chiba University 
visited the University of San Diego, CA, USA in August, 2016. The aim of this study abroad was to 
promote: students’ awareness through immersion transcultural experiences, knowledge of a foreign 
country’s health care policy and system, nursing education, and practice. These experiences 
enabled the scholars to enrich their own capstone projects. Moreover, the study tour of Betty and 
Bob Beyster Institute for Nursing Research, Advanced Practice, and Simulation provided a view 
into the future of nursing that responds to the Institute of Medicine (IOM) report and stimulated 
the students’ vision regarding innovation.
　This international collaborative approach promotes the exchange of students and faculties.  The 
ripple effects are expected to be experienced throughout nursing education and research.
Key Words： international collaborative education, memorandum of understanding, University of 
San Diego, IOM report on the future of nursing, cultural competence
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Ⅰ．は じ め に
　国際化やグローバリゼーションが高等教育の分
野において推進されてきており，日本経済新聞社
が実施した全国有力大学学長アンケート結果
（2015年）においても，グローバル教育意欲は高
く，留学プログラム，海外大学連携は９割を超え
ていた１）．一方で，日本人の海外留学者数は平成
４年以降減少傾向にあり（文部科学省），研究の
国際競争力も伸び悩んでいる現状がみられる２）．
千葉大学においても，多彩な留学プログラムで世
界に羽ばたく学生を応援してきており，平成27年
度各留学プログラム参加者数は519人であった３）．
このうち，看護学部の学生数は26人と少ない傾向
が見られた．近年では，海外旅行に慣れている学
生もみられるが，初めて海外に行く多くの学生に
とって，大学が企画する短期留学や研修への参加
は，国際的な視点から日本や看護を見つめる良い
機会となる．そこで，部局間の国際交流協定
（Memorandum of Understanding: MOU） を 締
結している大学の中のひとつである米国カリフォ
ルニア州サンディエゴ大学看護学部と共同教育を
実践し，看護教育に関する意義ある活動成果を得
たので報告する．
Ⅱ．実施内容および結果
　千葉大学大学院看護学研究科とサンディエゴ大
学看護学部は平成23年６月に学術交流の部局間協
定（MOU）を締結し，国際交流を推進してきて
いる４）．平成23年６月～平成28年５月までの第１
期５年間は主に教員間の相互交流を推進し，毎年
数名の教員の相互訪問によりワークショップおよ
び研究会の開催を実施してきている．平成28年６
月に第２期の交流協定を締結し，今後の交流につ
いて検討した．その結果，これまでの教員を中心
とした交流に加えて，学生交流の推進が検討され
た．このような学術交流協定の評価検討に基づき，
大学院生を対象とした短期留学の共同教育を実施
することとなった．平成28年８月６日（土）～８
月12日（金）の日程で，本研究科の看護システム
管理学専攻実践看護評価学の大学院生４名，本大
学院修了の研究生１名がサンディエゴ大学に短期
留学を実施し，指導教授が引率した．目的は，海
外の医療政策および看護教育・実践を知ることに
よって，気づいた学びを各自のキャップストー
ン・プロジェクトに活かすこと，ならびにサン
ディエゴ大学看護学部に新設されたBayster看護
教育研究所と関連施設を視察し，米国医学研究所
（Institute of Medicine: IOM）看護の未来レポー
ト（表１）５）６）にある米国の新しい取り組みを
学び，看護管理者として看護専門職の新しい役割
について学ぶこととした．共同教育の実施による
学生の学びに加えて，両大学の学生同士の交流お
よび教員間の交流も促進され，その波及効果は大
きいことが期待された．本プログラムの概要を表
２に示した．実施内容と結果について，１．事前
学習，２．現地での学習，３．事後学習の経過に
沿って報告する．
１．事前学習
　留学先の米国の概要および保健医療・看護制度
や人々の暮らしについての学習をすすめた．次い
で，訪問大学と関連施設の概要と特徴について情
報収集を行い，特に平成27年９月に新しく開設さ
表１　米国医学研究所（IOM：Institute of Medicine）　　　　　　　　　　
　　　「看護の未来（Future of Nursing）」（October 5, 2010）（筆者訳）
４つの提言
　１．看護師は、受けた教育や研修の内容を最大限実践すべきである
　２． 看護師は、継ぎ目なく学術的発展を遂げられるような優良な教育システムにより、高度・専門的な教育や
訓練を受けるべきである
　３． 看護師は、医師やその他の医療専門職と全面的に協力しながら、国のヘルスケアの再設計に貢献すべきで
ある
　４． 効果的な人材計画および政策決定のために、情報収集を強化し、情報インフラの整備を図らなければなら
ない
８つの目標
　①　実践の範囲を阻害する要因を取り除く
　②　看護師が多職種協働による改善への取り組みを先導し、取り組みを広める機会を増やす
　③　卒後研修プログラムを実施する
　④　2020年までに大卒ナースを全体の80％に増やす
　⑤　2020年までに博士号を持つナースの数を2倍に増やす
　⑥　看護師が生涯学習に参加することを保証する
　⑦　看護師がより進んだ保健医療改革を推進できるよう準備する
　⑧　様々な専門職者の労働力データを収集・分析し、多職種と協働する基盤を構築する
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れたBayster看護教育研究所について，サンディ
エゴ大学から発行された情報誌を用いて検討し 
た７）．また，平成23年の学術交流協定締結後の学
術交流の資料を参考にした．次に，大学院生の各
自のキャップストーン・プロジェクトについて，
訪問大学の教授陣へのプレゼンテーションを行う
ための，英語による資料と発表原稿の準備を行っ
た．キャップストーン・プロジェクトは，総まと
めとなる学習プログラムとして多分野の教育に導
入 が み ら れ る． 看 護 教 育 で は， 米 国 のDNP
（Doctoral Nursing of Practice：看護実践博士）
教育課程や，本研究科看護システム管理学専攻の
看護管理者を対象とした修士課程に導入されてい
る．キャップストーンとはピラミッドの頂点に置
かれた石のことを意味し，学習過程の総括を象徴
する．その総括方法は，知識や体験の統合だけで
なく，それらを実社会に展開するプロジェクトを
通して，看護の専門性がどのように社会を変えて
いくか，そこでのリーダーシップの体験を通して
具体的に総括することである．未来を拓くリー
ダーとしてのプロフェッショナリズムを向上させ
ることが期待できる．
２．現地での学習
　サンディエゴ大学は米国西海岸に面したカリ
フォルニア州南部に位置し，６つの学部を有する
私立の総合大学である，看護学部は42周年を迎え，
同大学院を中心に教育研究の改革を精力的に推進
してきている．1984年以降，1,000名余の高度実
践看護師を輩出し，その中には100名以上のDNP
を含んでいる．全米の看護教育研究のモデルとな
るセンターを開設し，近隣の病院および行政や地
域等との連携を強め，保健医療サービス提供の学
術的・実践的中心の役割をとっている．留学した
大学院生は米国訪問が初めてであったので，最初
に日本語で米国医療の概要を学ぶために日本クリ
ニックを訪問し，講義を受けた．
１）日本クリニック
　日本クリニックの医院長Dr. Kimより，日米の
医療保険の違いと，プライマリケア医としての日
常診療の経験から日米の違いを考えさせられる事
例の提示があった．本講義には，日本からの２名
の研修医とクリニックの日本人看護師も参加した．
平成26年４月に導入されたオバマケア（Patient 
Protection Affordable Care Act（医療保険制度
改革法））の実施後，民間保険料が高騰し，オバ
マケアの恩恵を受けた人がいる一方で，さらなる
社会問題が発生し，大統領選挙の争点の一つと
なっていた．医療費の支払い制度の違いは，患者
が医療に参画する意識の差にも影響していること
うかがえた．Dr. Kimからは米国での教育システ
ムの特徴についても説明があり，医療教育に於て
も「知っている者が惜しみなく教える文化」と患
者医療者間の「コミュニケーションを大切にする
文化」について学ぶことができた．
２）サンディエゴ大学大学院　高度実践看護ナー
スプラクティショナー授業参加
　サンディエゴ大学大学院の高度実践看護教育
ナースプラクティショナーの授業に参加した．受
講している大学院生は，多くはベテランの看護師
であり，仕事をしながら大学院で学ぶ者が多い．
表２　サンデイエゴ大学および関連施設への短期留学概要
日付（2016年） 訪問先と学習概要
８月７日（日）終日 サンディエゴ市内地区踏査
８月８日（月）午前 日本クリニック訪問・講義
　　　　　　　午後 サンディエゴ大学大学院　ナースプラクティショナー授業
史跡Mission San Diego de Alcala
異文化コミュニティ地区踏査
８月９日（火）午前 サンディエゴ大学大学院　高度実践看護MEPN＊授業
　　　　　　　午後 Dean Hardin 他教授陣へのプレゼンテーションと意見交換
Bayster看護教育研究所内ツアー
８月10日（水）午前 サンディエゴ郡保健衛生部でのプレゼンテーションと意見交換
　　　　　　　午後 異文化コミュニティ地区踏査
サンディエゴ大学キャンパスツアー
８月11日（木）午前 ベイサイド地域センターでの実習（高齢者プログラム）
＊MEPN（Master Entry Program in Nursing）
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講義の内容は，当日のトピックであったメノポー
ズ（閉経）に関する看護診断および薬に関する内
容であり，経験豊富な教授の臨床事例について多
くの意見交換がなされた．受講生の中には，半年
前に個人の旅行で日本滞在中に千葉大学を訪問し
た学生もみられた．学術交流協定により本研究科
に招聘講演で来校した教授からその体験談を聞い
ての訪問であり，本学からの留学生との積極的な
交流がみられた．
３）サンディエゴ大学大学院　高度実践看護
MEPN（Master Entry Program in Nursing）
授業参加
　高度実践看護教育のMEPNは米国でも独創的
な看護教育プログラムであり，サンディエゴ大学
では平成20年から導入された．社会ニーズが高く，
成功しているプログラムである．平成28年には70
名近い新入生が入学し，１クラス20数名に分割さ
れ１日３回同じ授業が提供されており，午前・午
後・夕方のどのクラスに組まれるかは大学の決定
になる．本研究科からの留学生は午前のクラスに
参加した．本プログラム入学者は看護以外の大学
での学士取得者で，看護師免許受験資格と看護学
修士を３年間で学ぶ．今回の授業は入学後２日目
の授業であったが，学生は実習ウエアを身にまと
い，フィジカルアセスメントの理論と技術を実践
的に学んでいた．３名の教授陣は積極的に学生に
関わり，学生からの質問に丁寧に答えており，学
びたいと努力する学生を支援する姿勢に一貫性が
みられた．
４）Dean Hardin他教授陣へのプレゼンテーショ
ン
　５名の留学生は，Dean Hardin他教授陣を前に，
各人のキャップストーン・プロジェクトについて
英語でのプレゼンテーションを実施した．それら
は，日本の急性期病院の現状と課題，地域包括ケ
アと病院看護部の挑戦，熊本地震の際の災害支援
と看護管理の課題，企業の健康管理と長時間労働
についてであった．いずれも日本における制度改
革や人々の暮らしの変化など日本文化の視点から
も意見交換が展開された．教授陣からは米国の例
をあげながら熱心な質問が続き，発表した大学院
生の学びと励みになった．
５）Bayster看護教育研究所の視察
　Bayster看護教育研究所は，IOM看護の未来レ
ポートに示された看護師が医療提供のリーダー
シップを取るための教育と研究の研鑽を積む基地
として，そのミッションを形にした施設であり，
平成27年９月１日に開設された．米国の看護教育
のモデルとなる３階構造のビルである．１階は看
護シミュレーションセンターで，高度看護実践の
教育設備が整い，近隣の病院からもスタッフ教育
に活用したいと要望が寄せられているという．模
擬患者用の動線や準備に配慮した構造を有し，こ
れは米国の医学部では多く採用されているが，看
護学部では全米初ということであった．地域の俳
優協会と連携し模擬患者役の俳優150名と契約を
しており，高度実践看護教育の質の担保に貢献し
ている．２階は家族看護ナースプラクティショ
ナー等専門領域別の教育センターと家庭環境のモ
デル実習室がある．３階は，看護研究に焦点をあ
てて外部資金によるプロジェクトが行われていた．
現在の主なプロジェクトは，家族看護，退役軍人
を含む軍人の健康管理，緩和ケア・終末期看護，
母子看護，高齢者看護，機能的看護アセスメント
等であった．また３階には学術博士（PhD）専用
の図書室があり，歴代の大学院論文が開架され，
博士課程の学生とHardin学部長の懇談会が毎週
行われている．今回の本研究科からの短期留学生
５名も，この学術博士（PhD）専用の図書室にお
いて各自の研究プレゼンテーションを行った．各
階には，教員の研究室と研究スタッフの作業室，
データ保管室や多目的に使える教室，ミーティン
グ室，休憩室に加えて，学習や研究・教育の高い
ストレスを乗り越えてミッションを達成する一人
ひとりを支援するため構造上の工夫が随所にみら
れた．訪問した本研究科の大学院生の感想に「１
階から２階，３階を目指したくなる」とあったが，
Hardin学部長の話の中にもあった「看護師は生
涯学び続け，何回でも大学に戻って学ぶことが大
切」なことを，建築構造からも受け取ることがで
きた．
６）サンディエゴ郡保健衛生部でのミーティング
　サンディエゴ郡保健衛生部は，MEPN第２学年
の実習先にも含まれており，今回は本短期留学生
のグループでの訪問となった．Haley部長ほか公
衆衛生看護スーパーバイザーと質保証スペシャリ
ストが出席し，本研究科大学院生５名の英語によ
るキャップストーン・プロジェクトのプレゼン
テーションを実施した．Haley部長からは，病院
か ら 在 宅 へ の プ ロ グ ラ ムCCTP（Community-
based Care Transitions Program）について紹介
された．CCTPは地域を基盤としたケアへの移行
プログラムであり，急性期病院を退院するリスク
の高い高齢者の再入院率を減らすために，病院と
地域および他施設との連携を推進するモデル事業
である．2011年より５年計画で始動し，成果をあ
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げている．米国では，メディケアの患者の退院者
のうち，およそ1/5にあたる260万人に260億ドル
（約２兆６千億円）のコストが支出されている．
そこで，地域を基盤としたケアへの移行プログラ
ム（CCTP）により病院内で予防できるエラーを
減らし，再入院率の減少を目指している．全米の
公衆衛生部門や地域を基盤とする組織と病院との
パートナーシップが鍵となっている．米国におい
ても，地域包括ケアプログラムへの展開が進めら
れている８）．Haley部長によれば，本プログラム
を効果的に運営するためには，訪問看護師や病院
看護師などが所属を超えて一緒に事例検討するな
ど情報だけでなく認識の共有化を進めること，病
院看護師が入院前に患者宅訪問するなどの提案が
なされた．
７）ベイサイド地域センターでの実習
　サンディエゴ大学近くのリンダビスタ地区にあ
るベイサイド地域センターで，第２学年のMEPN
学生の地域実習に参加した．ベイサイド地域セン
ターは，イタリア系移民のセツルメントハウスか
ら出発し，現在ではNPO団体が人種や民族を問
わず移民や低所得者層を中心に地域サービスを提
供している．MEPN学生は５名で毎週１回，高齢
者サービスを中心に３ヶ月間当センターで実習を
行っていた．高齢者向け運動教室の参加者に，運
動前の血圧測定と健康相談を実施し，運動後には
グループへの健康教育を実施していた．当セン
ターでは昼食サービスも提供しているので，昼食
サービス参加者の血圧測定と健康相談も実施して
いた．日系アメリカ人の参加者もみられ，その年
齢は75歳～95歳であった．本研究科の留学生も地
域で生活する高齢者を看護職が支える活動に参加
し，参加者の声を聞くことにより，移民として米
国で暮らす日系高齢者の自律した生活の多様性に
ついて学ぶ機会となった．
３．事後学習
　現地での学習カンファレンスを踏まえて，帰国
後に大学院の授業において帰国報告会を実施した．
多くの学生にも学びと情報の共有を行い，加えて
留学生の振り返りの場とした．また，それぞれの
キャプストーン・プロジェクトの計画書および実
施にどのように活かすことができたかについての
課題レポートの作成を行った．あわせて，本研究
科ホームページへの報告のための原稿作成を行っ
た．日本看護管理学会における交流の場でのポス
ター発表にも参加し，研究者と実践者の交流にも
寄与した．
Ⅲ．考 察
　千葉大学国際化の方針は，「世界を先導する教
育・研究を促進する大学を目指し，グローバルな
活動を推進する」であり，活動方針の柱は教育と
研究からなる．教育には，１．多様なプログラム
の設置による魅力ある国際共同教育の推進，２．
国際的な連携による学生のスムースな派遣・受入，
３．国際協定・国際インターンシップ・国際活動
の推進があげられる．本報告は，１．多様なプロ
グラムの設置による魅力ある国際共同教育の推進
の実践活動といえる．また，2020年を目処に留学
生30万人計画が文部科学省により推進されてお 
り９），その中間報告では，医療は重点分野に設定
されていることからも10），医療の中の看護学分野
における留学機会を増やす支援活動が必要となっ
てきている．教員にとっても，海外の協定校との
共同教育を看護学生に対して実施できる機会が増
えることで，学術的交流へ発展する機会ともなる．
　今回の千葉大学とサンディエゴ大学の連携によ
る大学院生の短期留学の共同教育では，事前学習，
現地での学習，事後学習と，学生の学びの時間軸
に沿って準備と実施および評価を行った．事前学
習では，サンディエゴ大学から留学に必要な事前
情報の提供を受け，学生の特徴に合わせた現地で
のプログラム作成を共同で行った．その間に，派
遣学生の英語によるプレゼンテーションの時間を
設定することが可能となり，事前学習にてプレゼ
ンテーションの原稿作成と予行演習を実施した．
学生にとってはアメリカの看護学教授陣に対する
初めての英語によるプレゼンテーションとなった
が，それぞれのキャップストーン・プロジェクト
の内容であり，伝えたい意思に導かれて全員が準
備を整えることができた．今回の短期留学でのプ
レゼンテーションに留学生のキャップストーン・
プロジェクトを選択したことは，米国の教授陣に
はイメージしやすいアプローチ方法であり，学生
にとっても具体的な質問やコメントを得ることが
でき効果的な方法であったといえる．現地での学
習では，大学での高度実践看護を学ぶ大学院生と
の交流や，教室内での学生と教員の積極的な関わ
りによる学習スタイルなどに新鮮な驚きを得て，
学生自身の学習スタイルの見直しの機会となった．
新設の看護教育研究所では，医療提供のリーダー
として米国社会からのニーズに応えるため生涯を
通して学び続ける看護専門職の具体像と看護大学
の挑戦と勢いを体感した．その他，大学の関連施
設訪問においても，大統領選挙を前にした人々の
保健医療政策へのコミットメントの強さを実感し
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た．今回は，病院訪問と同行訪問看護が予定され
ていながら実施できなかった．その主な理由は，
大統領選挙前に公平性を保つために外部からの訪
問者の受入れを制限することと聞いている．事後
学習では，各自の体験の振り返りをレポート作成
と帰国報告会の両面から行い，IOM看護の未来
レポートにある米国の新しい取り組みを学び，看
護管理者として看護専門職の新しい役割について
の学びの総括とした．
Ⅳ．今後の課題
　留学経験は，カルチュラル・コンピテンス（文
化的対応能力）の醸成に効果があることがいわれ
ている11）．これまで学生の留学機会を増やす努力
がなされてきて，件数ではその効果がみられるが，
個々の学生の留学体験の評価はレポートや感想の
検討に留まっている場合が多い12）．そこで，個々
の学生の留学体験を数量的に評価する試みの実施
が必要と考える．その一つに，引率教員が実施し
ている看護師のカルチュラル・コンピテンスの評
価 研 究 で 採 用 し たCCCHS（Caffly Cultural 
Competence in Healthcare Scale）13）を用いての
前後比較があげられる．CCCHSは自記式の28項
目からなる５段階リッカートスケールで，カル
チュラル・コンピテンスのスキルについて，知識，
セルフアウェアネス，コンフォートを自己アセス
メントする尺度である．米国の看護学生の平均得
点は５点満点中3.34±0.66であった14）．留学体験
だけでなく，看護教育において文化的対応能力を
高める方法および評価の検討が，今後の課題とし
てあげられる．
Ⅴ．ま と め
　今回，学術交流協定に基づく千葉大学とサン
ディエゴ大学の連携から，大学院生の短期留学の
共同教育を実施した．目的とした海外の医療政策
および看護教育・実践を知ることによって，気づ
いた学びを各自のキャップストーン・プロジェク
トに活かすこと，ならびにサンディエゴ大学看護
学部に新設されたBayster看護教育研究所を視察
し，IOM看護の未来レポートにある米国の新し
い取り組みを学び，看護管理者として看護専門職
の新しい役割について学ぶことができた．共同教
育の実施による学生の学びに加えて，両大学の学
生同士の交流および教員間の交流も促進され，そ
の波及効果が期待される．
　利益相反関係　申請すべきCOI状態はない．
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